
 
平成 28 年 7 月 14 日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第 34 回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 28 年 7 月 14 日（木）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70 番地 

         DARAZ CREATE BOX 2 階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   6 名 

         出席委員数  3 名 

         欠席委員数  3 名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員 

                  石賀治彦 委員 

                  中山 恵 委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部  永富久之 

                  経営企画室    遠藤尚子 

 

４．議題 

○ 番組についての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○番組名 夕刊ＤＡＲＡＺ+（ゆうかん・だらず・ぷらす）（水） 

放送時間 番組は月～木 16:00-18:00 

出演 青木郷香（あおき・さとこ） 

 

＜石賀委員＞ 

 聞きやすくて良かった 

 少し素人っぽさが残っているところに好感が持てる 

 業務スーパー料理コーナー、臨場感があり買って食べたいと思った 

 ガイナーレコーナー、勝敗の影響がありファンとしては盛り上がらない 

 

＜本城委員＞ 

 青木さん、明るく、若々しく、元気もいい。好感が持てる 

 言葉が一つ一つ丁寧。語尾もしっかりしていて聞きやすい 

 業務スーパー料理コーナー、相手役近藤君の話しが上手くなってきた 

 ガイナーレコーナー、自分の言葉でのコメントに困っていた 



 
 パーソナリティが大山町地域おこし協力隊であるなら、大山開山 1300

年祭に向かって盛り上がっている情報も番組内で紹介してはどうか 

 

＜中山委員＞ 

 業務スーパー料理コーナー、レシピに興味を持った。食べたくなった 

 夕方の疲れが出る時間帯の放送。元気がもらえる 

 

 

○ 番組名 氏家秀太のあたらしいはなし 

放送時間 毎週金曜日 22：00-22：30 

出演 氏家秀太（うじけしゅうた）・アシスタント：野口ゆか 

 

＜中山委員＞ 

 世界のニュースをテーマに楽しいやり取り 

 少し早口かなと思うところはあったが、テンポがありおもしろかった 

 

＜本城委員＞ 

 番組制作過程を聞き納得したが、話が聞きとりにくい 

 アシスタントの女性が落ち着いている 

 話題が訥々としており、個人的には面白みを感じなかった 

 氏家氏の経験を活かしたビジネス的な話が聞きたい 

 

＜石賀委員＞ 

 個人的には大好きな番組 

 雑学的な話をポリシー持って話される、ラジオならではの番組 

 今のアシスタントは肯定的に話を受け取るだけ 

 アシスタントは男性の方が、面白みが増すように感じる 

 二人の役割を再度考えてみては？ 

 専門的な話も聞きたいので、リスナーからの質問コーナーを 

作ってはどうか？ 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

    特になし 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 28 年 7 月 20 日 

    ホームページに掲示 平成 28 年 7 月 20 日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


